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御茶の水キリストの教会 

 

１２月２８日(月) 

神にとどまる 

 

聖書朗読  詩篇 １５ 

わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わたしもその

人の中にとどまっているなら、そういう人は多くの実を結びます。わたしを離れては、

あなたがたは何もすることができないからです。   ヨハネ １５：５ 

 

詩篇１５篇は、２つの問いから始まり、そしてその問いへの答えに続きます。最

初の問いは、「だれがあなたの幕屋に宿るのでしょうか？」です。その問いに対して詩

篇の著者は幕屋に宿る者についての説明に入ります。それは真実を語る人、義を行う

人、賄賂をとらない人、約束を守る人、正しく歩む人です。 

イエス様は、「わたしを離れては、あなたがたは何もすることができない」（ヨハ

ネ１５：５）だから、イエス様のうちにとどまるようおっしゃっておられます。イエ

ス様はクリスチャンを多くの実を結ぶ者と呼びます。この実にはガラテヤの手紙５章

２２節から２３節にパウロによって書かれています「しかし、御霊の実は、愛、喜び、

平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制です。このようなものを禁ずる律法はあ

りません。」 子供の教育において、愛情を持って人と接することを教えることがいか

に難しいか知っている方は多いのではないでしょうか。子どもたちは愛されることか

ら学びます。それが熟すると、心が穏やかになり、愛が育ちます。キリストにあって

成長し、キリストの行い、みことば、そして愛を常に心に留めていることにより、聖

霊が私達の内側で働くことが分かります。キリストの信者として私たちはそれらを経

験しているのです。 

 

讃美歌  ３９１ 

祈 り 主よ、キリストのように行い、他の人をあなた様のもとへ導く御霊の実

を結ぶことができるよう私の目を開いてください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

 

デビー・ハリソン 

                        テキサス州 リビングストン 

 

 



 

１２月２９日(火) 

不確かな時代の保証 

 

聖書朗読  詩篇 ２３  

さあ、神を恐れる者は、みな聞け。神が私のたましいになさったことを語ろう。                                

詩篇 ６６：１６ 

 

昨年のある朝、お皿を洗っているときに突然、水が跳ねる音が聞こえていないこ

とに気が付きました。医者は数週間に渡って耳が聞こえなくなった私の話を聞き、そ

して様々な心理療法を勧めました。 

私が行っている教会の友人たちは私のために祈り、そして私は詩篇２３章につい

て深く考えるようになりました。そして詩篇２３章が私の支えとなりました。「主は私

の羊飼い」は、私の聞こえない耳に鳴り響きました。たとえ私のこの耳が治らかった

としても、神は私とともにいて守ってくださいます。 

「主は私を緑の牧場にふせさせ、いこいの水のほとりに伴われます。」極度の疲

労のため、私の体と魂には休養が必要でした。 

４節は私に見通しを与えてくれました。耳が聞こえないことは決して命に関わる

ことではなく、たとえそうであっても、私の羊飼いが私とともにいてくだっています。

「あなたのむちとあなたの杖、それが私の慰めです。」羊飼いは危険が迫るとむちで羊

にそれを知らせ、杖で羊を安全な場所へ導きます。確かに神は私の気を引き、そして

私は耳が聞こえない中で神の慰めを聞いていました。 

私の回復計画はこうでした。聞く、静かにする、休む、瞑想する、祈る、そして

薬を飲む。６週間後私の聴覚は戻ってきました。しかし、聴覚以上に得たものがあり

ました。それは霊的な聞く力が増幅したことです。 

 

讃美歌  Ⅱ１０６ 

祈 り 親愛なる私の人生の羊飼い、私の肉体的回復に感謝いたします。でもそ

れ以上に私の魂に鳴り響いたみことばに感謝いたします。 

イエス様のお名前でお祈りします。アーメン。 

 

ジェニス・グリーンリーフ 

アラバマ州 ハンツビル 

 

 

 

 

 

 

 

１２月３０日（水） 

翼を羽ばたかせる 

 

聖書朗読  詩篇 ５５：１〜８ 

 そこで私は言いました。『あぁ、私に鳩のように翼があったなら。そうしたら、飛び

去って、休むものを。』                 詩篇 ５５：６  

 

このダビデの言葉を読むと、飛び去って休んでいるダビデを想像して笑ってしま

います。では、今、立ち止まって、息を吸って、そしてちょっと考えてみませんか。

立ち止まって、一歩引いてみたとき、重要だと思ったことが、実際はまったく重要で

はなかったことに気づくときがあります。世を知れば知るほど、私達の不安の日々は

ただの一時的な考えだったことに気づくこともあります。イエス様は何度、静かに父

とつながるため、ご自身を取り巻く世界から退避したことでしょう。私達は不安で身

動きが取れなくなることがよくあります。しかし、イエス様の導きに従うことで、穏

やかな時を、息をつく場所を見つけ、心を神で満たすことができます。たった数分で

大きく変わることができるのです。なんと素晴らしいことでしょう！ 

 

人間のあらゆる問題は 

部屋で独りで静かに 

座っていられないところから 

生じる。 

ブレーズ パスカル 

 

 

 

讃美歌 ２８４ 

祈 り 尊きお父様、あなた様の愛と力が私の心に宿るよう聖霊をお送りくださ

いまして感謝いたします。キリストの平安に感謝いたします。 

       イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ジーン・ガン 

テキサス州 ネダーランド 



 

１２月３１日（木） 

私より高い岩の上 

聖書朗読  詩篇 ６１ 

私を滅びの穴から、泥沼から、引き上げてくださった。そして私の足を巌の上にお

き、私の歩みを確かにされた。               詩篇 ４０：２  

 

 聖書の言葉の中で「岩」が私の好きな言葉の一つとなりました。岩は本当に多くの

素晴らしきことのシンボルとなりました。旧約時の祭壇前には岩が置かれていました。

モーゼが打ち、そこから水が出た岩がありました。モーセが神の栄光を見た岩の裂け

目がありました。ダビデは、神はわが巌、わがとりでと何度も言い、そして５つのな

めらかな石を手にゴリアテに向かっていきました。そしてもちろん十戒は岩から切り

出した石板の上に記されました。 

  岩はまた、否定的な響きもありました。ステパノは石打ちの刑に処され、そして

イエス様は姦通の女に対する石打ちをやめさせました。種まきのたとえ話の中には岩

だらけの土がでてきます。イエス様が息を引き取ったとき、岩が裂け、そしてイエス

様の墓の入り口は岩で蓋がされていました。 

私にとっての岩は、神はいつも私を引き上げ、私を「私の及びがたいほど高い岩」

の上に導いてくださる、岩です。私に安全と、強さと、安定と、日々の糧と、良い基

礎と、力を礼拝を通して与えてくださるのは神です。岩の裂け目に私達を入れ、手で

覆い、栄光を見せてくださるのは神です！神を賛美しましょう！ 

 

讃美歌  Ⅱ４５ 

祈 り 主よ、ダビデが言ったように、あなた様は私の岩であり、私の砦です。そ

して御名ゆえに私を導き、私を伴ってください。あなた様はわたしの避け

所です。私のたましいを御手にゆだねます。あなた様は私を贖い出してく

ださいました。あぁ主よ、真実の神よ。（詩篇３１：３− ５） 

イエス様のお名前によってお願い致します。アーメン。 

 

ジェス・ピーターソン 

テキサス州 ラボック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月１日（金） 

お願いと賛美 

 

聖書朗読 詩篇 ８６ 

すべてのことが、神から発し、神によって成り、神に至るからです。どうか、この

神に、栄光がとこしえにありますように。アーメン。 ローマ １１：３６                

         

祈りは賛美ですが、重要なのは、お願いよりも私達の神への愛と尊敬を語ること

です。ダビデの祈りには、彼の心の深い憂慮と神の偉大な力の宣言が混じり合ってい

ます。ある教師は説明したように「賛美の静脈は祈りを通って流れているので、祈り

はそれでもやはり、だからなおさら祈りなのです。」 

 

主よ。まことにあなたは慈しみ深く許しに富み、 

あなたを呼び求めるすべての者に恵み豊かであられます。 

まことに、あなたは大いなる方、奇しいわざを行われる方です。 

あなただけが神です。私は心を尽くしてあなたに感謝し、 

とこしえまでも、あなたの御名をあがめましょう。 

 

キリストゆえに、私たちはおりにかなった助けを受ける自信があります。（ヘブル

４：１６）ですから、お願いとともに賛美をもって祈りましょう。 

 

  

讃美歌 ７９ 

祈 り お父様、あなた様が私たちの神であることに感謝いたします。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ディビット・パー 

サウスカリフォルニア州 ロックヒル 

 

 



 

１月２日（土） 

とこしえからとこしえまで 

 

聖書朗読  詩篇 ９０：１〜１０ 

朝、彼らは移ろう草のようです。朝は、花を咲かせているが、また移ろい、夕べに

は、しおれて枯れます。                 詩篇 ９０：５～６ 

 

古代中国の皇帝、始皇帝は永遠の命への執着がとても強かったと言われています。

始皇帝は伝説の不老不死の薬を探し求めましたが、結局彼は４９歳でなくなり、その

死因は不老不死を期待して飲んだ薬による中毒死ではないかと言われています。現代

の今でも私たちはアンチエージングの研究を通して死を免れようとしています。 

モーセは祈ります。「山々が生まれる前から、あなたがたが地と世界とを生み出

す前から、まことに、とこしえからとこしえまであなたは神です。」（２節）神だけが

始まりも終わりもない御方なのです。 

しかし、私たちには始まりも終わりもあります。モーゼは人の寿命の平均は 70

年と10節で言っています。 さらなる長寿に恵まれる方もいらっしゃいますが、それ

でも人は必ず死にます。それは受け入れざるを得ない現実です。ヤコブの手紙４章１

４節では、「あなたがたには、あすのことはわからないのです。あなたがたのいのちは、

いったいどのようなものですか。あなたがたは、しばらくの間現れて。それから消え

てしまう霧にすぎません。」と記されています。 

この現実と、神の愛についてよく考えてみてください。自ずと私たちはこの限ら

れた時間で他人を愛し、彼らが神を知ることができるように祈り、そのために時間を

費やそうと思うのではないでしょうか。 

 

讃美歌  ２２５ 

祈 り 親愛なる主、この世で 与えられたこの短い時間について知ることができ

るようお助けください。私たちの時間を賢く使って、日々あなた様にお

仕えできますようお助けください。そしてあなた様とともに永遠に生き

る日々が来ることを楽しみにしています。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

    

                     

 

コニ―・シンプキンズ・トーマス                                         

ケンタッキー州 マウントワシントン 

 

 

１月３日(日) 

喜 び 歌 う 

 

聖書朗読  詩篇 ９５：１〜７ 

あなたがたのうちに苦しんでいる人がいますか。その人は祈りなさい。喜んでいる

人がいますか。その人は賛美しなさい。        ヤコブ ５：１３ 

 

「音楽が世界を動かしている」という言葉を聞いたことがありますか？ダビデは

主への歌を多く作り、そして歌っています。助けを求める歌もあれば、懺悔の歌もあ

りますが、多くは喜びの歌です。 

ここ西部平原地帯では、神がお造りになられた美しさを見ることができます。私

たちの前には何マイルにもわたって平原が広がっています。奇跡的な美しい日の入り、

清々しい朝の日の出、風に吹かれて転がる枯れ草、そして透き通った青い空。なぜ私

たちはこれら全てを与えてくださった方への賛美の歌を歌いたいと思わないのでしょ

うか？上手く歌えなくても大丈夫です。これら全てをお造りになられた御方に感謝を

しながら、救いの岩に向かって歌いましょう。主は我が創造主であり我が神です。私

達は主を賛美し主の前に跪きます。パウロから教会への言葉を心に留めて「詩と賛美

の歌」を歌いましょう。（エペソ５：１９）歌っているときに喜びを感じないことのほ

うが難しいですよ。 

 

讃美歌 Ⅱ４２ 

祈 り   親愛な主、あなた様が私たちに与えてくださった全て、そしてしてくだ

さった全てに感謝と賛美の歌を歌いながらあなた様のもとに行きます。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

               

                       ゲイネル・トーマス 

                       ニューメキシコ州 ポーテイルズ 

 

 


